
 

 

 

 

 

７月からの就職活動に向けて、３年生の就職希望者の 

面接練習にも熱が入ってきました。毎回違ったグループ 

に分かれて、本番さながらの練習に励んでいます。 

面接練習会では本校オリジナル手帳「もりすけ」と生徒自 

身が作成した「進路ノート」が必携になっています。「もり 

すけ」は面接練習会に参加するための通行手形のような 

もので、これがなくては面接練習は始まりません。 

この「もりすけ」には進路のページがあります。企業研 

究、服装・身だしなみの諸注意、面接室への入退室の流 

れなどが記載されており、これにそって練習しています。 

 

 

練習が終了すると、担当者からアドバイス  

および練習完了のスタンプがもらえます。そ   

れが励みとなり、次の練習に繋がっています。   

「もりすけ」にスタンプが増えていくほど面  

接での容儀や言葉遣いがしっかりとし、質問 

に対する受け答えもスムーズになり、練習の 

成果が表れています。 

 

一方で「進路ノート」は２年生の頃からコツコツ 

と書きためてきたものです。先輩方の就職活動の記 

録を参考に、本番で質問されるであろう項目に対し 

て、自分を積極的にアピールするにはどう答えたら 

いいのか、何度も書き直したり、書き足してきたも 

のです。１年生の頃からの継続的な手帳活用やポー 

トフォリオの作成などを通して文章をまとめる力が 

ついた生徒も見られます。 


